
一

は
じ
め
に

行
政
が
保
有
す
る
情
報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
す
る
取
組

み
は
政
府
主
導
で
進
め
ら
れ
今
で
は
地
方
公
共
団
体
に
も
一
定
の
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
一
方
で
政
策
資
源
を
出
来
る
だ
け
有
効
に
活
用
す

べ
き
と
の
観
点
か
ら
、
政
策
決
定
に
つ
い
て
は
適
切
な
デ
ー
タ
と
分
析

に
基
づ
い
て
行
う
「
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
」（Evidence-Based

Policy
M
aking

、
以
下
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
」
と
い
う
。）
の
概
念
が
着
目
さ

れ
て
お
り
、
既
に
政
府
で
は
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
進
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
行
政
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
に
加
え
、

民
間
企
業
や
研
究
機
関
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
含
め
た
解
析
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
二
〇
二
〇
年
前
半
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
一
次
と
も
い
う
べ
き
感
染
拡
大
期
に
お
い

て
神
戸
市
役
所
が
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
行
な
っ
た
デ
ー
タ
解
析

と
そ
の
公
表
の
事
例
を
も
と
に
、
我
が
国
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

デ
ー
タ
解
析
普
及
の
可
能
性
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
か
ら
デ
ー
タ
解
析
へ

│
神
戸
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
見
る
自
治
体
デ
ー
タ

戦
略
の
行
方
│

金

﨑

健
太
郎

��
武
庫
川
女
子
大
学

経
営
学
部
教
授
��
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二

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

１

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
へ
の
取
組
状
況

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
に
高
ま
っ
た
政
府
・
地
方
公
共

団
体
等
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
の
公
開
活
用
の
意
識
を
背
景
に
、
二
〇
一

二
年
の
「
電
子
行
政
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
戦
略
」（
平
成
二
四
年
七
月
四

日
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
決
定
）
以
降
、

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
政
府
は
二
〇
一
七
年
の
「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言

・
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
」（
平
成
二
九
年
五
月
三
〇
日
閣

議
決
定
）
以
来
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
標
に
推
進
し
て
お
り
、
現
在
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
は
約
四
九
％
（
八
七
二
／
一
、
七
八
八
）
と
な
っ
て

い
る
（
注
１
）。
特
に
政
令
指
定
都
市
で
の
取
組
率
は
一
〇
〇
％
と
大
規
模
都
市

を
中
心
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
は
進
み
、
総
人
口
に
対
す
る
取
組
済
団

体
の
人
口
合
計
の
割
合
を
示
す
人
口
カ
バ
ー
率
は
八
一
％
と
な
っ
て
い

る
（
注
２
）。

２

地
方
公
共
団
体
と
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

こ
れ
ま
で
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
政
策
形
成
で
は
、
と
も
す

れ
ば
政
策
立
案
者
の
直
感
や
関
係
者
の
要
求
に
応
え
る
形
で
政
策
が
形

成
さ
れ
、
社
会
科
学
に
基
づ
く
分
析
や
解
析
は
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
財
政
的
に
も
厳
し
い
状
況
の
も

と
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
十
分
な
デ
ー
タ
と
厳
密
な
方
法
に
基
づ
い

て
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
を
考
案
し
、
そ
の
効
果
や
費
用
を
分
析
し
た
上
で

政
策
決
定
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
英

国
や
米
国
で
は
既
に
政
府
の
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
か
な
り
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
内
山﹇
１
﹈、
津
田﹇
２
﹈ら
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日

本
で
も
二
〇
一
七
年
六
月
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二

〇
一
七
」
で
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推
進
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
同
年
八
月
に
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
委
員
会
で
は
主
と
し
て
政
府
各

省
庁
に
お
い
て
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
討
が
行
わ
れ
て

お
り
、
二
〇
一
八
年
四
月
に
は
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推
進
す
る
た
め
の
人
材

の
確
保
・
育
成
等
に
関
す
る
方
針
」
が
出
さ
れ
、
各
府
省
に
お
い
て

デ
ー
タ
処
理
や
分
析
を
行
い
行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
た
統
計
的
な
思

考
力
を
持
つ
人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
の
統
計
人
材
の
能
力
開
発

や
研
修
な
ど
の
方
策
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
に
つ
い
て
政
府
レ
ベ
ル
で

の
動
き
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、「
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
に
関
心
を
持
つ
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
」（
内
山﹇
１
﹈）
状
況
に
あ
る
ほ

か
、
総
務
省
も
二
〇
一
八
年
と
二
〇
一
九
年
に
地
方
公
共
団
体
向
け
の

五
〇
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デ
ー
タ
利
活
用
手
引
書
で
あ
る
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
利

活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク﹇
３
﹈」
を
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
個
々
の
地
方
公
共
団

体
が
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
の
た
め
の
人
材
育
成
や
実
際
の
デ
ー
タ
活
用
に
よ

る
解
析
を
し
た
事
例
は
可
部﹇
４
﹈に
よ
る
報
告
が
あ
る
ほ
か
、
村
館﹇
５
﹈は
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
実
際
の
デ
ー
タ
解
析
の
経
験
を
元
に
チ
ー
ム
単
位

に
よ
る
解
析
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
鈴
木﹇
６
﹈は
ア
メ
リ
カ
・

シ
カ
ゴ
市
警
が
民
間
企
業
や
大
学
と
の
連
携
の
も
と
様
々
な
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
犯
罪
予
測
を
行
な
っ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、
行
政
各
領
域

で
の
予
測
分
析
の
活
用
の
進
展
と
地
方
公
共
団
体
の
内
部
で
デ
ー
タ
業

務
を
横
断
的
に
管
轄
す
る
部
署
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
先
行
研
究
か
ら
は
、
今
後
、
我
が
国
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
潮
流
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

３

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
動
き

二
〇
二
〇
年
一
月
頃
か
ら
我
が
国
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
対
し
本
格
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
感
染
者

の
増
加
と
地
域
的
な
拡
大
を
背
景
に
二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
に
政
府
か

ら
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
国
民
の
生
活
や
経
済
活
動
が
大

き
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
地
方
公
共
団
体
も
住
民
へ
の
対
応

や
広
報
に
追
わ
れ
た
。
総
務
省
は
二
〇
二
〇
年
三
月
末
に
政
府
と
し
て

公
開
を
推
奨
す
る
デ
ー
タ
項
目
や
デ
ー
タ
作
成
の
際
に
準
拠
す
べ
き

ル
ー
ル
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
等
を
東
京
都
が
公
開
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
を
も
と
に
「
推
奨
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」
と
し
て
全
国
の
地
方
公
共

団
体
に
使
用
す
る
よ
う
求
め
、
多
く
の
団
体
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
し
か

し
個
々
の
団
体
ご
と
の
数
値
の
根
拠
の
ば
ら
つ
き
や
公
表
タ
イ
ミ
ン
グ

が
異
な
る
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
状
況
に
課
題

が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
７
﹈。
そ
の
よ
う
な
課
題
が
明
ら
か
に
な

る
一
方
で
、
緊
急
事
態
宣
言
下
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
提
供
さ
れ
る
多

く
の
情
報
の
中
に
は
、
保
有
す
る
行
政
情
報
の
公
表
の
み
な
ら
ず
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
へ
の
ス
テ
ッ
プ
が
想
起
さ
れ
る
踏
み
込
ん
だ
解
析
情
報
の
提
供
が

な
さ
れ
た
団
体
も
存
在
す
る
。
そ
れ
が
神
戸
市
で
あ
る
。
神
戸
市
で
は
、

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
後
の
二
〇
二
〇
年
七
月
に
、
そ
れ
ま
で

の
市
役
所
の
一
連
の
対
応
を
検
証
し
た
「
神
戸
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
第
一
次
検
証
結
果
報
告
書﹇
８
﹈」（
以
下
「
報
告
書
」
と
い

う
。）
を
公
表
し
た
。
次
章
で
は
こ
の
報
告
書
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
神
戸
市
が
行
な
っ
た
デ
ー
タ
解
析
の
内
容

を
概
観
す
る
。

三

神
戸
市
役
所
に
お
け
る
デ
ー
タ
解
析

１

緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
に
お
け
る
デ
ー
タ
解
析

（
１
）
人
の
動
き
の
解
析
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神
戸
市
は
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
二
日
後
の
四
月
九
日
に
デ
ー

タ
解
析
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
そ
の
当
日
に
久
元
喜
造
市
長
が
記
者
会
見

で
最
初
の
デ
ー
タ
解
析
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
解
析
は
、
神

戸
市
交
通
局
か
ら
提
供
さ
れ
た
市
営
地
下
鉄
の
乗
客
数
デ
ー
タ
や
関
西

電
力
か
ら
提
供
さ
れ
た
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
で
の
計
測
デ
ー
タ
等
を
活
用

し
て
市
内
中
心
部
で
あ
る
三
宮
エ
リ
ア
の
人
の
流
れ
を
可
視
化
し
、
市

民
に
行
動
変
容
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
通
勤
客
の
流
れ

を
分
析
す
る
た
め
に
市
営
地
下
鉄
三
宮
駅
の
乗
客
数
を
、
住
宅
地
の
流

れ
を
分
析
す
る
た
め
に
市
営
地
下
鉄
西
神
中
央
駅
の
乗
客
数
を
、
車
の

流
れ
を
分
析
す
る
た
め
に
三
宮
に
連
絡
す
る
主
要
道
路
と
し
て
神
戸
市

西
神
地
域
か
ら
都
心
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
山
麓
バ
イ
パ
ス
の
通

行
車
両
数
を
対
象
デ
ー
タ
と
し
て
解
析
を
行
い
、
緊
急
事
態
宣
言
初
日

（
四
月
八
日
）
の
三
宮
駅
の
乗
客
数
が
二
月
第
一
週
の
平
日
平
均
と
の

比
較
で
四
五
・
四
％
減
少
し
て
い
る
こ
と
等
を
可
視
化
し
た
（
図
１
参

照
）。
ま
た
翌
四
月
一
〇
日
に
は
関
西
電
力
株
式
会
社
及
び
オ
プ
テ
ー

ジ
株
式
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
で
計
測
し
た
三
宮
エ

リ
ア
の
人
流
デ
ー
タ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
て
可
視
化
し
公
表
し
た
（
図

２
参
照
）。
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
は
神
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
開
設

さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
デ
ー
タ
解
析
サ
イ
ト
」
で
公
開
さ
れ
た
。

久
元
市
長
は
会
見
で
こ
の
解
析
結
果
を
も
と
に
外
出
の
八
割
抑
制
を
目

標
に
市
民
へ
の
外
出
自
粛
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

外
出
抑
制
の
目
標
は
二
月
第
一
週
と
の
比
較
で
八
割
減
で
あ
っ
た
が
、

四
月
一
二
日
以
降
の
休
日
で
は
お
お
よ
そ
達
成
し
て
い
た
も
の
の
、
平

日
の
外
出
は
五
割
減
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
神
戸
市
で
は
地
下
鉄

乗
客
数
に
加
え
て
繁
華
街
で
あ
る
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
や
サ
ン
キ
タ
通
の

歩
行
者
数
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
買
い
物
や
飲
み
屋
街
の
人
の
動
き

を
可
視
化
し
た
情
報
を
四
月
一
三
日
に
公
表
し
た
（
図
３
参
照
）。

（
２
）
他
都
市
と
の
比
較

さ
ら
に
四
月
一
七
日
に
は
内
閣
官
房
の
公
表
情
報
に
よ
っ
て
神
戸
市

の
外
出
抑
制
が
他
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
都
市
と
比
べ
て
最
も

進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
４
参
照
）。
こ
れ
を
受

け
て
神
戸
市
で
は
、
市
交
通
局
か
ら
市
営
地
下
鉄
の
券
種
別
デ
ー
タ
を

入
手
し
解
析
、
同
日
に
可
視
化
し
て
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
四
月

一
六
日
時
点
で
通
学
定
期
利
用
者
が
九
六
・
四
％
減
、
定
期
外
の
乗
客

が
六
七
・
九
％
減
、
通
勤
定
期
の
利
用
者
が
四
三
・
六
％
減
と
通
勤
定

期
利
用
者
の
減
少
幅
が
小
さ
く
、
働
く
世
代
の
外
出
抑
制
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
（
図
５
参
照
）。
神
戸
市
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、

市
民
に
在
宅
勤
務
な
ど
に
よ
る
通
勤
抑
制
を
求
め
た
。

（
３
）
市
営
地
下
鉄
乗
客
数
と
民
間
デ
ー
タ
と
の
比
較

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
の
各
都
市
を
五
〇
〇
ｍ
メ
ッ

シ
ュ
で
集
計
し
た
人
口
推
移
が
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ

新
聞
記
事
な
ど
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
神
戸
市
で
は
そ
れ
ま
で
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図１ 行動変容の可視化データ（４．９公表）
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市
営
地
下
鉄
の
乗
客
数
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
解
析
を
行
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
の
数
値
と
市
営
地
下

鉄
三
宮
駅
の
乗
客
数
の
数
値
と
に
矛
盾
が
な
い
か
、
感
染
拡
大
前
か
ら

の
推
移
を
比
較
分
析
し
た
。
比
較
の
結
果
、
減
少
率
の
動
き
は
平
日
、

休
日
に
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
相
関
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
（
図
６
参
照
）。
こ
れ
を
受
け
て
神
戸
市
で
は
、
市
営
地
下
鉄
の
乗

客
数
は
人
の
動
き
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
適
し
て
い
る

と
し
て
い
る
。

（
４
）
車
の
動
き
の
解
析

人
の
動
き
と
併
せ
て
車
の
動
き
も
解
析
し
て
い
る
。
神
戸
市
道
路
公

社
か
ら
山
麓
バ
イ
パ
ス
の
通
行
車
両
数
の
デ
ー
タ
提
供
を
受
け
て
可
視

化
し
、
地
下
鉄
乗
客
数
や
歩
行
者
数
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
日
々
の
動
き

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
（
図
７
参
照
）。
市
営
地
下
鉄
の
乗
客

数
の
減
少
に
比
べ
、
車
の
動
き
は
平
日
で
は
最
大
二
六
・
八
％
減
と
最

後
ま
で
ほ
と
ん
ど
減
少
し
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
を
追
求
す
る
た
め
、

車
種
別
や
時
間
別
に
デ
ー
タ
解
析
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
軽
自
動
車
や
普

通
車
に
つ
い
て
は
朝
の
出
勤
時
間
帯
と
夕
方
の
帰
宅
時
間
帯
の
通
行
量

が
極
端
に
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
市
内
郊
外
か
ら
都
心
へ
直
接
ア
ク

セ
ス
す
る
山
麓
バ
イ
パ
ス
は
通
勤
利
用
者
が
多
い
道
路
で
、
神
戸
市
で

は
、
在
宅
勤
務
が
進
ま
な
い
中
、
特
に
人
と
の
接
触
が
な
い
車
が
比
較

的
安
全
な
移
動
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
減
少
し
な
い
原
因
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図
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Ｇ
Ｉ
Ｓ
活
用
の
歩
行
者
デ
ー
タ
（
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図３ 外出抑制状況と市内中心部歩行者数の可視化（４．１３公表）

人の流れ：市営地下鉄三宮駅の乗客数（休日）
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人の流れ：市営地下鉄三宮駅の乗客数（平日）
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数
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センター街東側　毎週土曜日 日中の歩行者数（11～19時）
歩
行
者
数
（
人
）
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と
推
察
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

（
５
）
住
宅
街
の
買
い
物
施
設
な
ど
の
状
況
解
析

都
心
部
へ
の
人
の
流
入
が
減
少
す
る
の
と
は
逆
に
在
宅
者
が
増
加
す

る
な
か
、
住
宅
街
や
商
店
街
の
ス
ー
パ
ー
、
公
園
に
人
が
密
集
す
る
現

象
が
発
生
し
た
。
神
戸
市
で
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
住
宅
街
に
あ
る
買
い
物
施
設
の
密
集
度
に
つ
い
て
デ
ー
タ
解
析
を

行
い
、
そ
の
状
況
を
可
視
化
し
て
四
月
二
八
日
に
公
表
し
た
（
図
８
参

照
）。
解
析
の
結
果
二
月
第
一
週
と
比
較
し
て
通
行
量
や
来
客
数
が
増

加
し
て
い
る
商
店
街
や
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
お

お
よ
そ
ど
の
時
間
帯
が
混
雑
す
る
の
か
、
時
間
帯
ご
と
の
人
の
動
き
の

デ
ー
タ
を
可
視
化
し
、
市
民
に
行
動
変
容
を
求
め
た
。
ま
た
公
園
へ
の

人
の
密
集
と
い
う
現
象
を
踏
ま
え
てYahoo

Japan

の
検
索
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
検
索
ワ
ー
ド
と
し
て
「
公
園
」
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
可

視
化
し
て
公
表
し
た
（
図
９
参
照
）。

２

そ
の
他
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

（
１
）
感
染
者
情
報
の
公
表

神
戸
市
で
は
感
染
者
の
状
況
に
つ
い
て
、「
市
内
の
感
染
者
発
生
状

況
」「
年
代
別
状
況
」「
検
査
数
」「
感
染
経
路
不
明
状
況
」
な
ど
を
順

次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
（
図
１０
参
照
）。
報
告
書
で
は
、
特
に

公
表
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
の
が
「
感
染
経
路
不
明
状
況
」
で
あ
る

図４ ４月１６日時点での他都市との比較（４．１７公表）
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図５ 三宮駅乗客者数の推移とＩＣカード区分別の増減率比較（４．１７公
表）
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図６ 地下鉄乗客数とモバイル空間統計データの比較分析
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（出典）神戸市新型コロナウィルス感染症対策第1次検証結果報告書

※NTTドコモ・モバイル空間統計は、住民も含んで計測しており、住民が
　多いほど、減少率は低くなることから、自粛が進んだ4/18夕方から4/19
　朝にかけての最小値をグラフから読み取り、差し引いて算出した補正値
　と比較した。
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と
し
て
い
る
。
感
染
経
路
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
判
明
す
る
場
合
も
あ
れ

ば
聞
き
取
り
調
査
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
一
旦
判
定
が

確
定
し
て
も
そ
の
後
の
遺
伝
子
検
査
で
判
定
が
変
わ
る
場
合
も
あ
る
こ

と
か
ら
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
数
字
が
変
動
す
る
。
神
戸
市
で
は
報
告

書
に
お
い
て
、
感
染
経
路
不
明
者
数
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
即
時
に

公
表
す
る
指
標
と
し
て
は
不
向
き
と
し
て
い
る
。

一
方
、
感
染
者
発
生
の
抑
制
が
進
み
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
に
向
け

て
市
民
の
陽
性
率
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
陽
性
率
を
週
別
、

七
日
間
移
動
平
均
で
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
公
表
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
の
重
症
病
床
利
用
率
を
算
出
し
た
。
そ
の
後
政
府
が
「
直
近

七
日
間
の
新
規
感
染
者
数
が
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
〇
・
五
人
未
満
」

と
「
直
近
七
日
間
の
新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
」
と
の
二
つ

の
指
標
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
神
戸
市
の
状
況
を
公

開
し
て
い
る
。

報
告
書
で
は
「
陽
性
率
」
に
つ
い
て
は
、「
感
染
経
路
不
明
状
況
」

と
同
様
に
公
表
に
際
し
て
議
論
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
陽
性
率
は

陽
性
件
数
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
（
退
院
時
の
確
認
検
査
数
を
含
ま
な
い
）

で
除
し
て
算
出
す
る
も
の
で
、
母
数
と
な
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
感
染
の
疑

い
の
あ
る
者
に
実
施
す
る
。
よ
っ
て
そ
の
感
染
の
疑
い
の
あ
る
者
の
範

囲
を
ど
う
決
め
る
か
で
検
査
数
が
増
減
す
る
。
ま
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検

査
体
制
も
影
響
す
る
。
神
戸
市
で
は
、
検
査
の
実
施
は
医
師
や
保
健
所

図７ 山麓バイパス通行車両数の増減数推移
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図８ 商店街・スーパー集客状況の可視化（４．２８公表）
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が
決
め
る
こ
と
か
ら
必
要
な
者
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い

は
な
い
も
の
の
、
実
施
す
る
基
準
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
と
し
て
い
る
。

（
２
）
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
と
公
表

外
出
抑
制
下
で
の
市
民
の
意
識
や
状
況
を
直
接
確
認
す
る
た
め
、
神

戸
市
で
は
四
月
か
ら
五
月
に
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
「
外
出
状
況
」

「
子
ど
も
の
生
活
」「
買
い
物
施
設
・
公
園
の
利
用
状
況
」「
高
齢
者
の

生
活
」
と
四
回
に
わ
た
る
状
況
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
逐
次
公

表
し
た
（
図
１１
参
照
）。
こ
れ
ら
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
は
情
報
共
有
ア

プ
リ
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ぽ
す
と
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
市
民
（
四
月

の
外
出
状
況
調
査
時
点
で
三
八
、
六
八
八
人
）
を
対
象
に
実
施
し
た
。

「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ぽ
す
と
」
は
道
路
の
ひ
び
割
れ
や
公
園
遊
具
の
故
障
等
、

地
域
で
起
き
て
い
る
課
題
を
市
民
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
撮
影
し
位

置
情
報
と
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
投
稿
す
れ
ば
市
役
所
が
現
地
確
認
し
て

必
要
な
対
応
と
回
答
を
行
う
と
い
う
、
身
近
な
地
域
課
題
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
市
民
と
市
が
共
有
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
ア
プ
リ
で
あ
る
が
、

神
戸
市
で
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
で
は
こ
れ
が
短
期
間
で

直
接
市
民
の
声
を
聞
く
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
３
）
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
提
供
サ
イ
ト

神
戸
市
で
は
四
月
九
日
に
、
総
務
省
が
推
奨
し
た
東
京
都
が
公
開
し

た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
感
染
状
況
等
を
公
開
す
る
外

図９ 検索ワード「公園」の検索数推移（４．２８公表）
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図１０ 患者発生状況についての情報提供

（出典）神戸市ホームページ「市内での患者の発生状況について」
　　　　https://www.city.kobe.lg.jp/a73576/kenko/health/infection/
　　　　protection/covid_19.html

※陽性率＝陽性件数集計÷新規検査数集計（陽性確認検査を含まない。）
※新規検査とは、新型コロナウイルス感染症の患者であることが疑われる者等に対し、その診断を目的として行う検査。
※表示の日付から7日間の合計（月曜から日曜）。
※速報値のため、後日修正される場合があります。

陽性率の推移

陽性件数 新規検査数 陽性率

0

500

1,000

1,500

0.0％

5.0％

10.0％

15.0％

20.0％

2/
14
~
2/
16

2/
17
~
2/
23

2/
24
~
3/
1

3/
2~
3/
8

3/
9~
3/
15

3/
16
~
3/
22

3/
23
~
3/
29

3/
30
~
4/
5

4/
6~
4/
12

4/
13
~
4/
19

4/
20
~
4/
26

4/
27
~
5/
3

5/
4~
5/
10

5/
11
~
5/
17

5/
18
~
5/
24

5/
25
~
5/
31

6/
1~
6/
7

6/
8~
6/
14

6/
15
~
6/
21

6/
22
~
6/
28

6/
29
~
7/
5

7/
6~
7/
12

7/
13
~
7/
19

7/
20
~
7/
26

7/
27
~
8/
2

8/
3~
8/
9

8/
10
~
8/
16

8/
17
~
8/
23

8/
24
~
8/
30

8/
31
~
9/
6

9/
7~
9/
13

9/
14
~
9/
20

9/
21
~
9/
27

1.7％1.7％1.7％2.4％2.4％2.4％2.2％2.2％2.2％
1.0％1.0％1.0％

1.1％1.1％1.1％
1.8％1.8％1.8％

3.1％3.1％3.1％
4.8％4.8％4.8％

5.1％5.1％5.1％

7.4％7.4％7.4％

16.1％16.1％16.1％
16.0％16.0％16.0％

16.8％16.8％16.8％
15.3％15.3％15.3％

21.5％21.5％21.5％

3.7％3.7％3.7％

0.0％0.0％0.0％
0.0％0.0％0.0％

0.0％0.0％0.0％0.0％0.0％0.0％
0.0％0.0％0.0％

0.9％0.9％0.9％

4.1％4.1％4.1％
4.8％4.8％4.8％

6.7％6.7％6.7％6.9％6.9％6.9％

7.3％7.3％7.3％
9.0％9.0％9.0％

3.7％3.7％3.7％

3.5％3.5％3.5％
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（出典）神戸市ホームページ「市内での患者の発生状況について」
　　　　https://www.city.kobe.lg.jp/a73576/kenko/health/infection/
　　　　protection/covid_19.html

▼積極的検査の状況 PCR検査の対象▶

積極的検査の割合16.4%
※検査数14,353件に占める割合

積極的検査：濃厚接触者と健康観察者に対して行う検査
濃厚接触者：国基準による検査
健康観察者：国基準を超えた神戸市独自での検査

濃厚接触者
4.0%、579件
濃厚接触者
4.0%、579件
濃厚接触者
4.0%、579件

健康観察者
12.3%、1,770件
健康観察者

12.3%、1,770件
健康観察者

12.3%、1,770件

症状がある人の検査
83.6%、12,004件
症状がある人の検査
83.6%、12,004件
症状がある人の検査
83.6%、12,004件

14,353件
6/23~9/27
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部
サ
イ
ト
「
神
戸
市
公
式
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
サ
イ

ト
」
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
解
析
し
た
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
「
神

戸
市
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
デ
ー
タ
解
析
サ
イ
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
市
長
記

者
会
見
で
公
表
し
た
解
析
デ
ー
タ
を
順
次
ア
ッ
プ
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ

解
析
サ
イ
ト
で
は
可
視
化
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
も
活

用
し
な
が
ら
改
良
を
重
ね
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い
サ
イ
ト
に
改
良

し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
六
月
一
日
に
は
外
部
サ
イ
ト
を
閉
鎖
し
デ
ー
タ

関
連
サ
イ
ト
を
一
つ
に
統
合
し
た
。
デ
ー
タ
解
析
サ
イ
ト
の
閲
覧
状
況

は
開
設
二
日
目
に
七
、
一
二
一
ビ
ュ
ー
を
記
録
し
、
グ
ラ
フ
追
加
に
よ

り
滞
在
時
間
が
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
１２
参
照
）。

３

第
二
波
に
備
え
た
デ
ー
タ
解
析

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
の
五
月
二
二
日
、
神
戸
市
で
は
第
二
波
に

備
え
た
準
備
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
市
営
地
下
鉄
三
宮
駅

の
乗
客
数
と
新
規
感
染
者
数
等
の
推
移
を
七
日
間
移
動
平
均
を
と
っ
て

重
ね
合
わ
せ
た
分
析
を
行
な
い
公
表
し
て
い
る
（
図
１３
参
照
）。
神
戸

市
で
は
そ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
外
出
抑
制
の
効
果
は
概
ね
一
週
間
程
度

遅
れ
て
新
規
感
染
者
の
抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
し
て
い

る
。
特
に
、
志
村
け
ん
氏
の
死
去
の
ニ
ュ
ー
ス
や
緊
急
事
態
宣
言
の
報

道
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
社
会
的
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
そ
れ

ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
働
く
世
代
の
外
出
抑
制
が
進
み
、
全
体

図１１ 緊急アンケート調査結果の公表

六
六

第
八
七
六
号

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
か
ら
デ
ー
タ
解
析
へ
│
神
戸
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
見
る
自
治
体
デ
ー
タ
戦
略
の
行

方
│



と
し
て
急
激
に
外
出
の
抑
制
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
感
染
者
の
入
院
期
間

が
平
均
で
二
〇
日
前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
以
後
、
入
院

・
入
居
患
者
数
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す
る
ま
で
約
三
週
間
か
か
る
こ
と
も

グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
神
戸
市
で
は
、
感
染
拡

大
の
早
期
抑
制
が
医
療
提
供
体
制
の
維
持
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
考

察
で
き
た
と
し
て
い
る
。

四

考
察

〜
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
解
析
実
現
の

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
〜

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
対
応
に

お
い
て
、
神
戸
市
役
所
が
自
ら
保
有
す
る
デ
ー
タ
と
民
間
企
業
が
保
有

す
る
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
解
析
を
行
い
、
市
民
へ
公
表
し
そ
れ
を

根
拠
に
行
動
変
容
を
呼
び
か
け
た
こ
と
は
、
デ
ー
タ
解
析
に
基
づ
く
明

確
な
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
行
政
活
動
と
し
て
注
目
に
値
す
る
（
注
３
）。
特
に

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
か
つ
て
経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
事

象
で
あ
り
対
応
に
つ
い
て
事
前
の
知
識
の
蓄
積
や
準
備
が
な
い
状
態
で

あ
っ
た
こ
と
、
極
め
て
短
期
間
に
市
民
の
行
動
変
容
を
求
め
る
と
い
う

難
し
い
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
、
行
政
を
含
め
た
社
会
全
体
が
行
動
自
粛

を
求
め
ら
れ
る
環
境
下
に
あ
り
地
方
公
共
団
体
の
政
策
決
定
を
取
り
巻

く
環
境
も
平
時
よ
り
も
格
段
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す

る
と
、
神
戸
市
に
お
い
て
独
自
の
デ
ー
タ
解
析
結
果
を
根
拠
に
市
民
へ

図１２ 新型コロナ対策データ解析サイトの閲覧状況

（出典）神戸市公表資料

○サイトビュー数はサイト開設2日目に最大ビュー数7121ビューを記録
○グラフの追加でページ滞在時間が増加傾向に

ページ閲覧数推移　4/9~5/25

平均滞在時間推移　4/9~5/25

●ページビュー数

●平均ページ滞在時間

対 指標を選択

対 指標を選択

ページビュー数 ▼

平均ページ滞在時間 ▼

2020年5月

4m

2m

▲4/9サイト開設

5/11三宮歩行者数グラフ追加▼

5/25三宮歩行者数グラフ（日別）追加▼5/25三宮歩行者数グラフ（日別）追加▼5/25三宮歩行者数グラフ（日別）追加▼

日 週 月

日 週 月

2020年5月

10,000

5,000

▲4/9サイト開設

◀4/10最大ビュー数：7121
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図
１３

外
出
自
粛
に
よ
る
新
規
感
染
者
数
へ
の
影
響
等
の
分
析
（
５．２２公

表
）

（
出
典
）
神
戸
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
第
1次
検
証
結
果
報
告
書

市
営
地
下
鉄
三
宮
駅
乗
客
数
，
新
規
感
染
者
数
，
入
院
・
入
居
者
数
の
7日
間
移
動
平
均
の
ピ
ー
ク
比
推
移

入
院
・
入
居
患
者
数

緊
急
事
態
宣
言

市
営
地
下
鉄
三
宮
駅
乗
客
数

新
規
感
染
者
数
（
発
症
日
ベ
ー
ス
）

▼
2/3
M
AX:32,928人

4/4

4/12
4/24

4/7

100％

80％

60％

40％

20％0％

2020/2/1
2020/2/3
2020/2/5
2020/2/7
2020/2/9
2020/2/11
2020/2/13
2020/2/15
2020/2/17
2020/2/19
2020/2/21
2020/2/23
2020/2/25
2020/2/27
2020/2/29
2020/3/2
2020/3/4
2020/3/6
2020/3/8
2020/3/10
2020/3/12
2020/3/14
2020/3/16
2020/3/18
2020/3/20
2020/3/22
2020/3/24
2020/3/26
2020/3/28
2020/3/30
2020/4/1
2020/4/3
2020/4/5
2020/4/7
2020/4/9
2020/4/11
2020/4/13
2020/4/15
2020/4/17
2020/4/19
2020/4/21
2020/4/23
2020/4/25
2020/4/27
2020/4/29
2020/5/1
2020/5/3
2020/5/5
2020/5/7
2020/5/9
2020/5/11
2020/5/13
2020/5/15
2020/5/17
2020/5/19

M
AX:10.0人

M
AX:135.7人

22日

※
4/8か

ら
急
減

　
7日
間
移
動
平
均
に

　
影
響
が
な
い
最
終
日
は
4/4

※
4/8か

ら
急
減

　
7日
間
移
動
平
均
に

　
影
響
が
な
い
最
終
日
は
4/4

※
4/8か

ら
急
減

　
7日
間
移
動
平
均
に

　
影
響
が
な
い
最
終
日
は
4/4

8日

※
各
指
標
の
2月
以
降
の
ピ
ー
ク
値
を
100％

と
し
て
比
較

※
新
規
感
染
者
数
は
、
感
染
者
を
調
査
し
症
状
が
現
れ
た
日
で
集
計

※
7日
間
の
移
動
平
均
は
、
当
該
日
を
中
心
に
3日
前
か
ら
3日
後
ま
で
の
平
均
値

※
各
指
標
の
2月
以
降
の
ピ
ー
ク
値
を
100％

と
し
て
比
較

※
新
規
感
染
者
数
は
、
感
染
者
を
調
査
し
症
状
が
現
れ
た
日
で
集
計

※
7日
間
の
移
動
平
均
は
、
当
該
日
を
中
心
に
3日
前
か
ら
3日
後
ま
で
の
平
均
値

※
各
指
標
の
2月
以
降
の
ピ
ー
ク
値
を
100％

と
し
て
比
較

※
新
規
感
染
者
数
は
、
感
染
者
を
調
査
し
症
状
が
現
れ
た
日
で
集
計

※
7日
間
の
移
動
平
均
は
、
当
該
日
を
中
心
に
3日
前
か
ら
3日
後
ま
で
の
平
均
値
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の
行
動
変
容
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
今
後
、
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
示
唆
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
。
神
戸
市
が
こ
れ
ま
で
デ
ー
タ
解
析
の
た
め
の
人
材
育
成

や
訓
練
を
行
っ
て
き
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
回
の
事
例
か
ら

は
、
人
的
能
力
の
他
に
も
速
や
か
な
デ
ー
タ
解
析
が
可
能
と
な
っ
た
要

因
と
し
て
大
き
く
二
つ
の
点
に
着
目
で
き
る
。

１

デ
ー
タ
解
析
の
体
制

神
戸
市
で
は
緊
急
事
態
宣
言
の
二
日
後
に
多
様
な
デ
ー
タ
を
収
集
・

解
析
し
、
市
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
市
役
所
内
に
デ
ー
タ
解
析

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ー
ム
の
体
制
は
寺
﨑
秀
俊
副
市
長

（
当
時
）
の
も
と
、
企
画
調
整
局
企
画
課
か
ら
四
名
（
課
長
級
一
、
係

長
級
一
、
担
当
二
）、
企
画
調
整
局
つ
な
ぐ
ラ
ボ
（
特
命
ラ
イ
ン
）
か

ら
三
名
（
課
長
級
一
、
係
長
級
一
、
担
当
一
）、
企
画
調
整
局
交
通
政

策
課
か
ら
一
名
（
担
当
一
）、
企
画
調
整
局
情
報
戦
略
部
か
ら
一
名

（
担
当
一
）
の
九
名
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
寺
﨑
副
市
長
は

当
時
コ
ロ
ナ
対
策
担
当
副
市
長
と
し
て
広
報
班
、
健
康
局
を
統
括
し
て

い
た
（
図
１４
参
照
）。

既
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
基
礎

と
な
る
デ
ー
タ
解
析
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
解
析
能
力
を
有
す
る
人

材
の
養
成
確
保
に
加
え
て
全
体
と
し
て
デ
ー
タ
収
集
と
解
析
を
横
断
的

図１４ データ解析チームの位置づけ

（出典）神戸市広報資料

コロナ対策広報ラボ・組織図

※ 広報班・渉外班・データ解析チームは
　 随時緊密に連携

あらゆるデータを集めて
解析・可視化する

寺﨑副市長

健康局

渉外班

広報班 データ解析チーム
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に
行
う
た
め
の
組
織
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
と
い

う
未
知
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
担
当
部
局
で
あ
る
健
康
局
と
市
民

と
の
接
点
で
あ
る
広
報
を
統
括
す
る
副
市
長
を
ト
ッ
プ
に
組
織
横
断
的

な
解
析
チ
ー
ム
を
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
た
こ
と
が
、
変
化
す
る
状
況
に

対
応
し
た
各
種
の
デ
ー
タ
解
析
を
速
や
か
に
実
現
し
、
迅
速
な
公
開
と

市
民
へ
の
行
動
変
容
の
呼
び
か
け
に
使
う
こ
と
が
で
き
た
大
き
な
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

２

外
部
デ
ー
タ
の
収
集
体
制

今
回
神
戸
市
が
行
な
っ
た
デ
ー
タ
解
析
で
は
、
行
政
が
保
有
す
る

デ
ー
タ
に
加
え
て
、
民
間
企
業
か
ら
各
種
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
そ
れ
を

加
え
た
解
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
政
策
課
題
へ
の
対
応
に
必

要
な
デ
ー
タ
を
全
て
行
政
が
保
有
す
る
と
は
限
ら
ず
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推

進
す
る
た
め
に
は
課
題
の
内
容
に
応
じ
て
、
民
間
企
業
や
研
究
機
関
等

の
他
の
組
織
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
ま
た
今
回
、
内
閣
府
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
モ
バ
イ
ル
の
空
間
統

計
デ
ー
タ
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
神
戸
市
が
そ
れ
ま
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
た
地
下
鉄
乗
客
数
デ
ー
タ
と
の
相
関
関
係
を
分
析
公
表
し

た
よ
う
に
、
市
民
へ
説
得
力
を
持
っ
た
呼
び
か
け
を
行
う
に
は
、
他
の

機
関
か
ら
類
似
の
目
的
で
公
表
さ
れ
る
デ
ー
タ
と
の
関
連
性
や
差
異
、

そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

は
他
機
関
の
保
有
す
る
デ
ー
タ
に
関
す
る
知
識
や
相
互
に
連
携
で
き
る

関
係
構
築
が
欠
か
せ
な
い
。
今
回
神
戸
市
で
は
、
市
役
所
以
外
の
民
間

事
業
者
が
保
有
す
る
各
種
デ
ー
タ
を
入
手
し
て
複
合
的
な
分
析
を
行
う

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
の
た
め
の
方
策
を
ま
と
め

た
二
〇
一
七
年
の
統
計
改
革
推
進
会
議
の
最
終
取
り
ま
と
め﹇
９
﹈に
お
い
て

は
、
民
間
が
保
有
す
る
各
種
デ
ー
タ
の
提
供
要
請
な
ど
そ
の
利
活
用
の

仕
組
み
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
で
は
官
民
の
複
数
の
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
た
人
流
デ
ー
タ
が
極
め

て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る﹇
１０
﹈が
、
神
戸
市
は
デ
ー
タ
を

解
析
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
点
に
お
い
て
、
平
常
時
で
は
収
集
が
困

難
だ
っ
た
交
通
関
係
の
デ
ー
タ
や
民
間
事
業
者
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
早

い
段
階
で
協
力
が
得
ら
れ
、
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
迅
速
な
公

開
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
お
り
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
対
応
の
早
期
の
時
点

で
デ
ー
タ
協
力
体
制
の
構
築
に
動
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
外
部
機
関
と

の
デ
ー
タ
協
力
を
可
能
と
す
る
関
係
構
築
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
え
る
。

五

お
わ
り
に

デ
ー
タ
が
す
べ
て
の
時
代
と
言
わ
れ
る
な
か
、
地
方
公
共
団
体
の
政

策
決
定
に
も
科
学
的
な
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。
そ
の
た
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め
に
は
適
切
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
正
し
い
手
法
に
基
づ
い
た
解
析
を
行

う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
は
財
政
面
で
の
効
率
化
や

政
策
評
価
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
市
民
に
よ
り
高
い
納
得
感
を
も
っ
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
政
策
の
実
現
と
な
っ
て
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
住

民
の
信
頼
度
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
多
種
多
様
な
情
報
が
相
互

に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
推
進
の
目
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
方
公
共
団

体
自
ら
も
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
利
用
と
解
析
を
行
い
、
市
民
信
頼
度
の

高
い
政
策
を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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